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論文内容の要旨
乙の論文は，焼結炭化チタン加熱体を用いた真空蒸着用大量蒸発源に関する研究と，これを用いた
チタン・ゲッタポンプの排気特性に関する研究をまとめたものである。
第 1 章は緒論であって，大量蒸発源の分類と蒸発源，設計の基本概念，およびゲッタポンプの蒸発
源と排気特性に関する諸問題を述べ，かっ本研究の目的，意義を明らかにしている。
第 2 章は電流を流す乙とにより加熱した焼結炭化チタン棒を融解した金属の溜りの中に浸し，融解
金属の焼結炭化チタン表面上を伝つての流動と高温部での蒸発の現象を用いた真空蒸発材料加熱体を
つくり，これが高蒸発効率，かっ長寿命の大量蒸発材料加熱体となることを示している。さらに本加
熱体をアノレミニウムの連続蒸着用蒸発源に用いて，また銀，銅，錫などを蒸発させる場合に対しても
有用であることを述べている。
第 3 章は焼結炭化チタンを加熱体とし，チタンを蒸発させてゲッタ作用を行わせるところのチタン
・ゲッタポンプについてであって，まず焼結炭化チタン加熱体がゲッタポンプに有用であることを明
らかにし，また油拡散ポンプを併用した場合のゲッタポンプにおいて，その合成排気特性についての
実験結果から，油拡散ポンプ開口よりゲッタポンプ内に逆拡散する泊蒸気がゲッタポンプの排気効果
を顕著に減少させる作用を行うことを示し，油拡散ポンプを併用する際の重要な注意を与えている。
第 4 章はチタン・ゲッタポンプのチタンの最適蒸発条件に関する研究である。蒸発用チタンに水素
やその他のガスが吸蔵されているときはチタンの蒸発量の増加と共に排気速度は大になるとはかぎら
ない。蒸発チタンのゲッタ作用が表面吸着に強く依存すると考えて排気速度を最大にするチタンの蒸
発速度を解析し， 焼結炭化チタンを加熱体としたチタン・ゲッタポンプによる実験結果と比較対照
し，ポンプの作動条件に有用な指針を与えている。また上記研究から得た結果の応用例として，焼結
炭化チタン加熱体を用いたチタン・ゲッタポンプを大型蒸着装置に適用した結果を示している。.
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第 5 章は各章における結論の総括である。
論文の審査結果の要旨
この論文は炭化チタンが高温においてもアノレミニウムその他の金属に対して耐食性を有することに
着目し，これを加熱体とする真空蒸着用の金属蒸発源を開発し，真空蒸着を工業的に利用するときの
重要問題の 1 つであるところの高蒸発速度でかつ長寿命の金属蒸発源をうることに成功したことを述
べている。また，炭化チタン加熱体をチタン・ゲッタポンプのチタン蒸発源に応用したときのポンプ
の排気特性，ならびに油拡散ポンプと併用したときの綜合排気特性などを論じ，かつ実際に大型真空
蒸着装置に用いて有用なることも示している。これらの結果は高真空技術ならびに真空蒸着の工業的
応用に対し，多くの寄与をなすものである。よって，本論文は工学博士論文として価値あるものと認
める。
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